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近

代
日
本
研
究
第
二
十
三
巻

 
（
二
〇
〇
六
年
）

特
集
・
大
学
史
研
究
と
大
学
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

ミ
敦

ド
イ

ツ
に
お
け
る
大
学
文
書
館

別
 
府
 
昭
 
郎

大
学
文
書
館
は
大
学

の
記
念
碑

で
あ
る
。

 

 

 

テ

ュ
ー
ビ

ン
ゲ

ン
大
学
文
書
館

の
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
か
ら

問
題
の
設
定

 

ド

イ

ツ

の
た

い
て

い

の
団

体

組

織

は

、
独

自

の
文

書

館

を

も

っ
て

い
る

の

は
当

た
り

前

と

言

っ
て

い

い
。
大

学

と

て
例

外

で

は

な

い
。

歴

史

の
古

い
大

学

は

言

う

に

及

ば
ず

、
廃

止

や
統

合

さ
れ

た
大

学

で
も

、
大

学

に
か

か

わ

る
文

書

は

、
統

合

さ

れ
た

大

学

の
文

書

館

か

都

市

の
文

書

館

に

大

切

に

保
管

し

て
あ

る

の

が
実

状

だ

。

 

ド

イ

ツ

で
は

、

大

学

文

書

館

は

し

ば

し

ば

「大

学

の
記
念

碑

」

((Q
O
二
蝉
O
げ
一昌
一〇り
 
O
O
「
 
一」
ロ
一く
0
「9り詳
鋤
{)

と

言

わ

れ

て

い
る

。

同

じ

ド

イ

ツ
語
圏

の
オ

ー

ス

ト

リ

ア

で

は

、

文

書

館

は

「
国
家

の
記

念

碑

」

(O
O
O
似
0
7
一昌
一Qり 
血
O
ω 
ω
田
帥
一〇
〇り
)
と

呼

ば

れ

て

い
る

。

い
ず

れ

1



に

し

ろ

、

ド

イ

ツ

で
あ

れ

、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

で
あ

れ

、

文

書

館

は

記
念

碑

(O
①
鼠

o巨
巳
。。
)

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

て

い
る

こ
と

に

違

い
は
な

い
。

こ
れ

は

、

民

族

的

な

価

値

観

の

一
つ
の
表

明

と

考

え

て

い

い
だ

ろ
う

。

 

わ

が
国

に
お

い
て
は

、

外

国

の
大

学

文

書
館

を

、
客

観

的

に

で
あ

れ

、
主

観

的

に

で

あ

れ

、
紹

介

す

る
段

階

は

す

で

に
終

わ

っ

た

の

で
は

な

い
か

と

思

う

。

現

在

は

、

日

本

に

お

け

る
大

学

文

書

館

の
性

格

、
意

義

、
機

能

、
保

存

文

書

の
分

類

の
仕

方

、
書

類

を

学

内

各

部

署

か

ら
文

書

館

に
移

す

シ

ス
テ

ム
、
残

す

文

書

と

捨

て
る

文

書

の
分

類
基

準

、
利

用

規

定

と

い

っ
た

重

要

な
事

項

を

、

各

文

書

館

ご

と

に
、

意

識

的

・
精

密

に
検

討

す

る
段

階

に
き

て

い
る

の

で

は

な

か

ろ
う

か

。

 

私

事

を

語

る

こ
と

に
な

る
が

、

私

は
今

一
八
世

紀

の
ド
イ

ツ
大

学

史
を

叙

述

す

る
作

業

を

し

つ
つ
あ

り

、
も

う

出

版
社

も

決

ま

っ

て

い
る
が

、

作

業

は

遅

々
と

し

て
進

ま

な

い
。

私

の
作

業

が

進

ま

な

い
こ
と

は

さ

て

お
き

、
大

学

史

に

お

い

て
最
も

研
究

に

不

可

欠

な

の
は

、

大

学

文

書

館

({」コ
一く
O
「oり一一帥
臼9り9D
「O
げ
一く
)

の
存

在

で
あ

る

こ

と

は

多

言

を

要

し

ま

い
。

小

論

で
と

く

に
取

り

扱

う

の

は

ド
イ

ツ
の
大

学

文

書

館

で
あ

る

が

、

何

も

模
倣

す

る
た

め

に
研

究

す

る

の

で

は
な

く

、

私

た
ち

の
参

考

に
資

す

る

た

め

に

研
究

す

る

の

で
あ

る
。

こ

の

こ
と

は

、

私

た

ち

の
共

通

認
識

と

し

て
持

っ
て

お
き

た

い
。

 

そ

こ

で
、

小

論

で
は

大

学

文

書

館

に

つ

い
て
叙

述

す

る

こ
と

に
な

る

が
、

こ

の
ば

あ

い
、
①

ど

の

よ
う

な

文
書

が
文

化

館

に

は

保

存

さ
れ

て

い
る

の
か

、

②

大

学

文

書

館

は

ど

の

よ
う

な

任

務

、

役

割

、

機

能

を

果

た

し

て

い
る

の
か

、

③

文
書

館

を

利

用
す

る

に

さ

い
し

て
、

留

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
こ

と

は
何

か

、

こ

の

三

つ
の
問

題

を

中

心

に

、
考

察

を

展

開

し

て

い
こ
う

と

思
う

。

2

一 

ド
イ

ツ
語
圏
の
大
学
文
書
館
を
持

つ
大
学

ど

の
よ
う

な

ド

イ

ツ
語

圏

(
ス
イ

ス

の

一
部

、

ド
イ

ツ
、

オ

ー

ス

ト

リ

ァ

)

の
大

学

が
自

前

の
文

書

館

を

も

っ
て

い
る

の
だ

ろ



ドイツにおける大学文書館

う

か

と

い
う

問

題

を

ま

ず

考

え

て

み

よ

う

。

ほ

と

ん

ど

す

べ

て

の
大

学

が

も

っ
て

い

る

と

言

っ
て

よ

い

。

ど

う

い
う

大

学

が

文

書
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)

館

を

持

っ

て

い

る

か

、

ま

ず

A

B

C

順

に

個

別

大

学

の

名

前

を

挙

げ

て

お

こ

う

。

ア

ー

ヘ

ン

工

業

大

学
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昌
曽
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げ
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O
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=
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O
7
コ
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ゴ
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=
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げ
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ゴ
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ア
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グ

ス

ブ

ル

ク

大

学

(〉
ロ
。q
。。げ
自
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曽
d
巳
く
①
「。。
慈

一)

バ

ン

ベ

ル

ク

大

学

(ロロ
9
ヨ
げ
o
「
σq
り
9

8
-田

①
葺

一9

と

巳
く
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邑

蚤

)

バ

ー

ゼ

ル

大

学

(】四
⇔
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一 
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ロ
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O
「Q自一一似
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曽

)

ベ

ル

リ

ン

自
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学
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「O
一 
⊂
『二
く
O
「Q◎
一一似
酔

 
 
 
 
 
曽

)

ベ

ル

リ

ン

フ

ン
ボ

ル

ト

(田
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=
一口
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唱
ヨ
げ
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一〇
雫
[
「目
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O
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ヨ
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ゆ

)

ベ

ル

リ

ン

芸

術

大

学

(切口
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島

戸

d
三
く
。
邑

聾

α
①
「
内
曾

。。
邑

ベ

ル

ン
大

学

(一W
O
ゴ
ロ
 
 [
「昌
一く
O
「oo
詳
帥
↓

 
 
 
 
田

)

ビ

ー

レ

フ

ェ

ド

大

学

(Uコ
互

。
琶

ρ

⊂
巳
く
。邑

鼠
一)

ボ

ッ

フ

ム

大

学

(ロロ
o
。
百

β

カ
ロ
亨

⊂
巳
く
。「
。。凶一豊

ボ

ン
大

学

(一W
O
昌
口
 
勾
げ
①
一昌
一〇つ
O
『
O
 
「
二
①
O
「一〇
げ
ーぐく
=
げ
O
一ヨ
oり
」
」
昌
一く
①
「ロ唖
一叶帥
↓

 
 
 
 
唱

)

ブ

ラ

ウ

ン

シ

ユ

ヴ

ァ
イ

ク

大

学

(ロコ
茜
旨

。。9

壽

幽o・
"
目
8

ぎ

厨
。
げ
。

⊂
三
く
。
邑

蚤

9

邑

9

≦

ま

。
ぎ

5
9
)

ブ

レ

ー

メ

ン
大

学

(切コ
『。
∋
。
P

⊂
巳
く
①
邑

§

)

ケ

ム

ニ

ッ

ツ
大

学

(O
ゴ
o
日
三

貫

目
⑦
9

巳
。。9

0

C
コ
貯
o
邑

一讐

∩
げ
o
ヨ
巳
けN
-N
謹
一〇
冨

口
)

ク

ラ

ウ

ス

タ

ー

ル

ー

ツ

ェ

ル

フ

ェ
ル

ド

工

業

大

学

(∩
一〇
ロ
o自一7
巴
-N
O
=
O
「噛σ
一9
 
同
O
O
ゴ
コ
一〇。O
げ
O

⊂
昌
一く
O
『ロo
一一似
一
∩
一9
=
o。
§
pD
一-N
O
一一〇
「暁σ
一α
)

ド

レ

ス

デ

ン

工

業

大

学

(一)
「O

ロoユ
O
コ
 
明
O
O
げ
旨
一〇自O
ゴ
O
 
ご
昌
一く
O
「Qり
詳
蝉
辞

 
 
 
 
 
 
甲
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ぞ

訴.

フライ ブル ク大学 図書館(「 真 理は我 らを 自

由にす る」 と書 いてある。写真 ：筆 者)

デ

ュ

ッ

セ

ル

ド

ル

フ

大

学

θ

ρ
。。。。
①
己
0
3

=
色
言

。
7
-=
①
ヨ
o
と

三
<
。
邑

藝

)

エ

ア

ラ

ン

ゲ

ン

ー

ニ

ュ

ー

ル

ン

ベ

ル

ク

大

学

(田

。。
コ
αq
o
コ
ーZ
⊆
∋
σ
9
αq
・

‡

一①
自

。7

>

δ
×
9
⇒
O
Φ
「
-
⊂
三

く
O
「
Q。
騨
似
一
)

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

.
ア

ム

.

マ

イ

ン

大

学

(「
B
罫

2
二

窪

ζ

.し

o
富

弓

≦

o
轟

壁

σq

O
O
O
けず
O
-
⊂
三

く
①
「
o。
津
蝉
一
)

フ

ラ

イ

ブ

ル

ク

工

業

大

学

。
鉱

山

ア

カ

デ

ミ

ー

(
「
「。
凶σ
⊆
「αq

・
目
。
。
7
駐

o
冨

⊂
三
く
o
邑

藝

ロロ
o
「
αq
9
オ
9
ユ
o
∋

凶
o
)

フ

ラ

イ

ブ

ル

ク

大

学

(
蓼
虫
9

「αq
'
≧

σ
o
辱
-r
&

≦
凶αq
。。と

コ
一く
o
「。。
一§

)

ギ

ー

セ

ン

大

学

(O
δ
ゆ
。
戸

旨

。。ε

。。-門
δ
⊆

σq
と

三
く
o
邑

藝

ψ

①
冨

ヨ
㊤
尻

 

r
&

ヨ

σq
。。-

⊂
三

く
O
「
Q。
雰
簿
一
)

ゲ

ッ

テ

ン

ゲ

ン
大

学

(O
蜜

ヨ
σq
①
戸
O
①
霞
σq
》

⊆
σq
=
。。学
⊂
三
く
①
邑

藝

)

グ

ラ

ー

ツ
大

.学

(O
鑓
N
.
ズ
螢
「〒
写
磐

N
o
ロ
。。-⊂
巳
<
o
邑

藝

)

グ

ラ

ー

ツ

音

楽

・
描

写

芸
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大

学

(O
茜
N
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三
く
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邑
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葺

「
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貯

茸

O

&
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。

『
ロ
コ
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)

グ

ラ

イ

フ
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ヴ
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ル
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大
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((冒
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ヨ

会
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轟
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ハ
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亭
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①
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①
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〇
コ
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0
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ヨ
騨
δ

<
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δ
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く
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巴

O
-

≦
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O
コ
げ
0
『σq
)

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク

大

学

(=
①
乙
£
σ
o
「αq
.
ぎ

暇

8

鐸
-困
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。。と

巳
く
。
邑

§
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ホ

ッ

ヘ

ン

ハ
イ

ム

大

学

(〒
[○
ゴ
①
コ
7
0
一「コ
・ 
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=
凶く
①
「の帥一餌
一)

些
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。
。・
-9

喜

げ
。
「
。q
-⊂
旨

・
甦

巴

 
 
 

(
一≦
薗
「
σ
目
「
αq
冒
℃
露

一=
℃
唱
。D
-
⊂
巳

く
O
「
。亀
陶
蘇

戸

⊂
巨

く
O
閉
騨
似
件

鋤
「
O
窓

く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[
己
自
を
一
σq
」
≦

曽
×
一
ヨ

一
一冨
昌
。。
-
⊂

巳

く
O
「
o。
一↓
似
一
)

 
 
 
 
 
(
7
貞
昏
口
O
げ
0
5
 
 目
O
O
げ
昌
一
〇自
O
ゴ
¢
 
=

O
O
げ
o自
O
げ
目
一〇

 
 
 
 
 
 
 

曽

)

 
 
 

(ζ

ぎ

。・榊o卸

≦

婁

甦

剛。・9

0

≦

ま

o
巨

。・と

巳
く
o
「
。。慈

齢)

 
 
 
 
 
 
 

⊂
ロ
一く
O
「
Qo
雰
帥
一
)

 
 
 
 
 
 
 
 

一G
昌
一
く
O
「
oり
一一
節
一
)

 
 
 
 
 
 

(
Qリ
ニ9
㊤
「
げ
「
曽
O
『
O
戸

⊂
昌
一く
O
「
ロ自
#
餌
↓

α
O
o。
 
Qり
9
㊤
「
一餌
コ
α
O
駒自
)

 
 
 

(
の
m
一N
σ
ロ
「
oq
・
灯
碧

一。。
-ピ
O
昌
α
O
コ
ー
d

三

く
O
「
o。
一一
讐

)

一
ヨ

=

O
Qo
ω
一
Qり
O
ゴ
O
ロ

Qo
$

鋤
房
固
「O
臣

く

】≦
鋤
「
σ
口
「
oq
)

5



ハイデ ルベ ル ク大学 本部(後 ろ にお城 がみ

える。写真:筆 者)

ミ ュ ンヘ ン大 学(こ の 中 に 文`{,館 が あ る.,

写 真:筆 者)

 

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大

学

曾
⇔
σ
ヨ
αq
o
P

団
σ
Φ
「匿

「O
栄

四
「
房
と

三
く
o
邑

藝

)

ヴ
ィ
ー
ン

大

学

(
≦

。
P

⊂
三
く
o
邑
藝

)

ヴ
ィ
ー
ン

⊥

業

大

学

(
≦

o
戸

目
。
9
募

。
ぎ

¢
三
く
。
邑

藝

)

ヴ

ィ

ー

ン
音

楽

 

描

写

芸
術

大

学

(≦

凶①
P

ご
三
く
o
邑

け讐

凄

「
ζ
=
。。突

⊆
邑

ユ
9。
曇

巴

o
匿

o

穴
ロ
コ
。。
一)

ヴ

ル

ツ
ブ

ル
グ

大

学

(
≦
母
N
冨

「αq
・
一
=
巨

。。
-ζ
錠

一∋
≡
9。コ
。。と

三
く
o
邑

藝

)

 

こ
れ

ら

の
大

学

の
な

か

で

、

マ
ー

ル
ブ

ル

ク
大

学

は

独

自

の
文

書

館

を

持

た

ず

、

大

学

に
か

ん

す

る

文
.書

は

、

マ
ー

ル
ブ

ル

ク

市

に
あ

る

ヘ
ッ
セ

ン
州

立
文

書
館

に
保

存

さ

れ

て

い
る

。

ケ

ル

ン
大

学

は

、

中

世

に
創

設

さ

れ

、

一
八

世
紀

と

一
九

世

紀

の
交

錯

期

に
閉

鎖

さ

れ

、

第

一
次

世

界
大

戦
後

に

は
再

建

さ

れ

る

が

、

旧

大

学

に
か

ん

す

る

文

書

は

、

ケ

ル

ン
市

の
文
書

館

に
保

存

さ

れ

6



て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
大
学
は
歴
史
は
異
な

っ
て
い
る
が
、
独
自
の
文
書
館
を
持
た
ず
に
、
大
学
の
あ
る
都
市
の
文
書
館
に
、

学
に
か
ん
す
る
文
書
は
き
ち
ん
と
保
管
さ
れ
て
い
る
事
実
は
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

大

二
 
三
大
学
の
文
書
館

 
こ
れ
ら
上
記
の
す
べ
て
の
大
学
の
文
書
館
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
も
方
法
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、
考
察
す
る
大
学
の
文

書
館
を
い
く
つ
か
に
限
定
し
て
も
、
大
学
文
書
館
に
共
通
す
る
性
格
は
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
私
が
直
接

見
聞
し
た
大
学
文
書
館
の
な
か
か
ら
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
三
つ
の
大
学
に
限
定
し
て
考
察
し
た

い
。

ドイツにおける一大学 文書館

ミュ ンヘ ン大学 文書館図書館(写 真:筆 者)

 
個
別
の
大
学
文
書
館
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
言

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
大
学
文
書
館
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
そ
の
文
書
館
の
属
す
る
大
学
の
歴
史
を
無

視
し
て
は
語
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
学
あ

っ
て
の
文
書
館
だ
か
ら
で
あ
る
。

1

ミ

ュ

ン

ヘ

ン
大

学

文
書

館

 

ミ

ュ
ン

ヘ

ン
大

学

は

、

イ

ン
ゴ

ル

シ

ュ
タ

ツ
ト

(
一
四
七

二
)

に
創

設

さ

れ

、

ラ

ン
ズ

フ

ー
ト

(
一
八

○

○

)
、

ミ

ュ

ン

ヘ
ン

(
一
八

二

六

)

と

移

転

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

、

サ

バ
イ

バ

ル
し

て
き

た

特

異

な

歴

史
を

持

っ
て

い
る
。

し
が

っ
て
、

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
大
学

は

、

正

式

に

一
四

七

二
年

を
創

設
年

と

し

て

い
る
。

 

こ

の
大

学

の
文
書

館

は

、

私

が

研
究

生

活

を

送

っ
た
と

こ

ろ
な

の

で
、

個

人

的

に
も

最

7



も

な

じ

み

が

深

い
。

 

(
1

)

保

存

文

書

は

じ

め

て
文

書

館

の
古

文

書

類

を

み
た

と

き

、

そ

の
量

と

質

に

は
、

ど

ぎ

も

を

ぬ

か

れ

た

。

五

〇

〇
年

に

わ

た

る
大

学

の
記

録

類

が

保
存

し

て
あ

る

の
だ

か

ら
、

重

厚

な

感

じ

が

し

た

の
は

当

然

で
あ

ろ
う

。

一
例

を

あ

げ

る

と

、

マ
ト

リ

ケ

ル

(ζ
葺

貯
9

と
呼

ば

れ

る
学

籍

登

録

簿

二

四

七

二
年

か

ら

)
、

各

学

部

や

評

議

会

の
議

事

録

(「
δ
δ
ざ

三

、

大

学

へ
来

た

学

生

か

ら

の
手

紙

と

そ

れ

へ
の
返

事

(Qり
一自
α
O
『再
O
コ
ー口d
「一〇
ヨ

O
O
ゴ
QりO
一)
、

学

生

の
懲

罰

記

録

、

写

真

つ
き

の
王

子

の

入

学

記

録

、

業

務

日

誌

、
全

学

部

の
文
書

類

、
訪

問

者

の
名
簿

、
写

真

つ
き

の
学

生

の
索

引

力

i

ド

(
い

つ
入

学

し

た

か
、

い

つ
退

学

〔転

学

〕

し

た

か

、

何

学

期

学

ん
だ

か

、
何

を

学

ん

だ

か

な

ど

)
、

マ
ギ

ス

テ

ル

や
ド

ク

ト

ル

の

学

位

取

得

者

に

関

す

る

書

類

、

教

師

個

人

に
関

す

る

記

録

な

ど
豊

富

に
あ

っ
た
。

 

(
2

) 

任

務

・
機

能
 

と
り

わ

け

、

一
九

世

紀

と

二

〇
世

紀

の
精

神

史

(イ

ン

テ

レ

ク

チ

ュ
ア

ル

・
ヒ

ス
ト

リ

ー

)

の
研

究

に

寄

与

す

る

こ
と

を

、

主

た

る
任

務

と

位

置

づ

け

て

い

る
。

 

(
3

)

利

用

規

定

(ロ◎
。
ロ
臼
N
旨

σq
。・o
己
目

謁

)

利

用

規

定

は

、

一
九

九

一
年

一
月

一
四

日

に
所

長

(<
o
「
。。母
邑

)

べ
ー

ム
教

授

(牢
馬
」)
「'冨

9
膏

ロロ
0
9
ヨ
)

の
名

前

で
公

布

さ

れ

た
も

の

で
あ

る

。

利

用

規

定

は

、

第

一
章

妥

当

範

囲

、

第

二
章

利

用

、

第

三
章

利

用

費

用

(無

料

)
、

第

四

章

付

則

か

ら

、

成

り

立

っ
て

い
る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2
)

 

(
4

) 

法

的

根

拠

 

一
九

八
九

年

の

バ
イ

エ
ル

ン

の
文

書

館

法

(ロコ
超
>
8
三
く
O
)

に
則

っ
て
、

設

置

さ

れ

て

い
る

。

8

 
2
 

ヴ

ィ
ー

ン
大

学

 
(
1
)
 

文

書

館

の
歴

史

 

ヴ

ィ

ー

ン

で
は

、

一
三
六

五

年

に
大

学

が

創

設

さ

れ

、

(〉
「O
ゴ
9
 
 
⊆
コ
一く
O
「oり
一一国
二
駒り
)

が
購

入

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
木

箱

の
周

り

を

鉄

で
強

化

し

、

=
二
八
八
年
に
は
も
う

「大
学

の
木
箱
」

歴
代
の
学
長
た
ち
は
、
そ
の
中
に
重
要
な



ドイツにおける大学文書館

法

的

文

書

や
印

璽

を

入

れ

て
保
管

し

た

。

一
六

世

紀

に

な

る

と
、

「
記

録

所

」

(〉
「。
三
託

ヨ

⊂
三
<
。邑

s
二
。。
)

が
創

設

・
運

営

さ

れ

、

法

的

・
歴

史

的

に
重

要

な

記

録

類

を

備

え

る
施

設

と

な

っ
た

。

一
七

〇

八
年

以

降

に
な

る
と

文

書

係

の
名
前

が

分

か

っ
て
く

る
。

「
文

書

係

」

(〉
『。
巨
≦
}

し。
C
巳
く
o
邑

一註

の
)

の
職

は

、

神

学

部

や
哲

学

部

の
教

授

た

ち

が

名

誉

職

的

に
担

当

す

る

よ

う

に

な

っ
た

。

パ

リ

の
古

学

院

文

書

(
一
八

二

二

年

創

設

)

を

模

倣

し

て

、

一
八

五

四
年

に

「
オ

ー

ス
ト

リ

ア

歴

史

研

究

所

」

(募

葺
三

葺

「

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3
)

α
。。
8
ヨ

。
ぎ

「
o
「。。
o
冨

昌
αq
)
が

創

設

さ

れ

、

歴
史

学

の
系

統

的

学

習

の
場

所

と

な

っ
た

。

 

一
八

七

五
年

に
な

る
と

、

学

長

事

務

局

や

学
部

の
古

い
書

類

、

国
民

団
、

大

学

事

務

職

員

、
ブ

ル
ザ

、

財

団

な

ど

の
記

録

類

を

集

め

て
、

中

央

文

書

館

が
創

設

さ

れ

た

。

そ

れ

以
来

、
文

書

館

は

、
専

任

の
文

書

係

と

歴

史

家

が

面

倒

を

み

て
き

た

が

、

一
九

五

三

年

に
大

学

の
直

接

の
指

揮

下

に
置

か

れ

た

。

現
在

、
専

任

の
文

書

係

の
養

成

は

、
上

記

の

「
オ

ー

ス
ト

リ

ア
歴
史

研

究

所

」

が

ー

旧 ヴ ィ ー ン 大 学 と教 会(Bemardo Belleto筆 、

芸 術 歴 史博 物 館 所 蔵)

    霧翻

現 ヴィー ン大学 文書 館 旧図書館(ヴ ィー

ン大学文書館パ ンフレッ トより)
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1377年 以 降 の ヴ ィ ー ン大 学 最 古 の マ トリケ

ル(ヴ ィー ン大 学 文書 館 パ ン フ レ ッ トよ り)

 

 

 

②

大

学
史

や
科

学

(学

問
史

)

に
か

か

わ

る
著

者

の
公

刊

、

 

 

 

(補

助

)

す

る

こ
と

。

 

 

③

文
書

館

利

用
者

の
た

め

に
、

専

門

的

な

助

言

を

す

る

こ
と

。

こ
れ

ら

の
三

つ
の
点

に
ま

と

め

る

こ
と

が

で
き

よ

う

。

 

(
3

)

保

存

物

 

ヴ

ィ

ー

ン
大

学

の
文

書

館

に
は

、

ど

の

よ
う

な

文

書

が

保
存

し

て

あ

る

の
か
。

そ

の
例

を

挙

げ

て
お

こ
う

。

創

設

文

書

、
印

璽

、

マ
ト

リ

ケ

ル
、

大

学

評

議

会

の
議

事

録

、

ペ

デ

ル
職

、

学
位

取
得

者

の
名

簿

、
会

計

係

、
大

学

会

計

、

カ
ト

リ

ッ
ク
神

学
部

・
法

学

部

・
哲

学

部

な

ど

学

部

に
か

ん
す

る
文

書

、

国

民

団

(
オ

ー

ス

ト

リ

ア
、

ラ
イ

ン
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
、

ザ

ク

セ

ン
、

ラ
イ

ン

、

ス

ラ

ブ

の

国
民

団

)

の
文

書

、

ま

た

各

研

究

所

な

ど

の
文

書
な

ど

が

、
保

存

さ

れ

て

い
る
。

担

っ
て
い
る
。

 
こ
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
書
館
の
原
型

(胚
珠
細
胞
)
は
、
重
要

書
類
を
保
管
し
た
箱
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
数
百
年
と

い
う
長

い
時
間

を
か
け
て
、
物
↓
非
常
勤

(兼
任
)
の
ポ
ス
ト
↓
専
任
の
ポ
ス
ト
と

い
う
よ
う
に
発

展
し
て
き
た
歴
史
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
(2
) 
任
務
 
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
文
書
館

の
任
務
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

 
 
①
文
書
の
保
存
、
文
書
の
発
掘
、
大
学
の
歴
史
的
伝
承
物

の
手
配

(¢。
曇
韓
o=琶
αq)
、

 
 
 
学
術
的
研
究

・
教
授
や
大
学
行
政

の
目
的
の
た
め
に
、
大
学
史
に
か
か
わ
る

 
 
 
も
の
を
収
集
す
る
こ
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
講
演
、
展
示
を
す
る
こ
と
、
専
門
的
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
援
助

10



ドイツにおける大学文書館

 

(4
) 

文
書
公
開
の
原
則
 
古
文
書
に
保
存
し
て
あ
る
文
書
を
む
や
み
や
た
ら
と
公
開
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
通
常
の
文
書

と
個
人
に
か
か
わ
る
文
書
は
、
公
開
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
文
書
は
三
〇
年
以
上
、
個
人
に
か
か
わ
る
文
書

は

五
〇
年
以
上
経
過
し
な
い
と
入
手
で
き
な
い

(公
開
さ
れ
な
い
)
。
こ
れ
は
法
規
定
に
則
っ
て
そ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。

 

(5
) 
開
館
時
間
 
文
書
館
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
時
間
と
曜
日
も
決
め
ら
れ
て
い
る
。
月
曜
日
は
あ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
火
曜

日
と
水
曜
日
は
朝
九
時
か
ら

一
五
時
三
〇
分
ま
で
、
木
曜
日
は
朝
九
時
か
ら

一
九
時
ま
で
、
金
曜
日
は
朝
九
時
か
ら
一
二
時
ま
で

で
あ
る
。
外
国
人
が
利
用
す
る
ば
あ
い
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
七
月
と
八
月
は
開
館
時
間
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と

だ

ろ

う

。

す

な

わ

ち

、

火

・
水

曜

日

は
一
三

時

か

ら

一
五
時

三

〇
分

ま

で

の
た

っ
た

二
時

間

半

、
木

曜

日

は
一
三

時

か

ら

「

九

時

ま

で

の
開

館

で
あ

る

。

夏

休

み

は

た

っ
ぷ

り

と

る

国

民
性

な

の

で
あ

る
。

 

(
6
) 

陣

容

 

文
書

館

の
運

営

に

か

か

わ

る

人

は

、

ド

ク

タ

ー
学

位

保

持

者

二
人

、

マ
ギ

ス

テ

ル

一
人
秘

書

三

人
、

そ

の
外

、

法

学

部

や

プ

ロ

テ

ス
タ

ン
ト

神

学

部

、

会

計

事

務

を
担

当

し

て

い
る
人

一
人

、

計

七

人

い
る

。

こ
れ

ら

の
人

々
が

、
文

書

館

の
図

書

館

、

収

集

物

、

各

学

部

、

学

生

登

録

簿

、

大

学

評
議

会

、

一
八

○

○
年

以

前

の
旧

大

学

、

雑

誌

な

ど

を
手

わ

け

し

て
担

当

し

て

い
る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(4
)

 

(
7
)
 

出

版

物

 

文

書

館

編

の

『
ヴ

ィ
ー

ン
大

学
史

一
巡

』

そ

の
他

の
研

究

刊

行

物

を

出

し

て

い
る

。

と

り

わ

け

、
前

者

は

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5
)

写

真

を

多

用

し

て
お

り

、

フ

ラ

ン

ツ

・
ガ

ル

の

『
ヴ

ィ

ー

ン
大

学

小

史

』

よ

り

も

読

み

や
す

い
。

 

3
 

テ

ュ
ー
ビ

ン
ゲ

ン
大

学

 

(
1
) 

保

存

文

書

 

テ

ュ
ー

ビ

ン
ゲ

ン

(
エ
ー

ベ
ル

ハ

ル
ド

・
カ

ー

ル
ズ

)

大

学

の
文

書

館

の
保

存

文

書

は

、

国
家

(と

い

っ

て
も

ド

イ

ツ

で
は

州

)

文

書

か

ら

、

学

生

文

書

、

大

学

付

属
各

団
体

に
至

る
ま

で
、

多

岐

に
わ

た

っ
て

い

る
が

、

そ

れ

ら

の

一
部

11



F

、

G

、

テュービンゲン大学本部(写 真:筆 者)

 

学
生
に
か
か
わ
る
文
書
。

奨
学
金
に
か
か
わ
る
文
書
。

を
整
理
し
て
示
そ
う
。

 
 
A
、
国
家
関
連

"
ク
ラ
ト
ー
ル
や
行
政
委
員
会
に
つ
い
て
の
文
書
や
国
家
試
験
に
関

 
 
 
す
る
文
書
。

 
 
B
、
大
学
の
中
央
組
織

一
学
長
、
カ
ン
ツ
ラ
ー
、
評
議
会
、
大
学
創
設
文
書
、
大
学

 
 
 
裁
判
所
、
財
務
運
営
組
織
、
法
律
顧
問
に
つ
い
て
の
文
書
。

 
 
C
、
各
学
部
関
連

一
学
籍
登
録
簿

(
マ
ト
リ
ケ
ル
)、
博
士
論
文
、
会
議
体
、
寮
。

 
 
D
、
施
設
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
研
究
所
な
ど

一
大
学
図
書
館
、
経
済
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

 
 
 
解
剖
学
研
究
所
、
人
間
学
研
究
所
、
心
理
学
研
究
所
、
芸
術
史
研
究
所
、
歴
史
学

 
 
 
研
究
所
、
化
学
研
究
所
、
植
物
学
、
動
物
学
研
究
所
な
ど
に
つ
い
て
の
文
書
。

 
 
E
、
大
学
病
院

一
大
学
病
院
の
運
営
、
大
学
病
院
の
患
者
に
つ
い
て
の
文
書
。

 
 

H
、
団
体
、
社
団
、
団
体
の
文
書
。

 
(
2
) 
任
務

・
役
割
 
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
文
書
館
は
、
研
究
、
教
育
、
大
学
に
つ
い
て
の
学
習
、
大
学

の
自
己
運
営
、

そ
の
他
学
術
的
活
動
や
客
観
的
情
報
の
た
め
に
奉
仕
す
る
任
務
を
持

っ
て
い
る
。
大
学
組
織
や
学
部
、
大
学
運
営
に
か
か
わ
る
文

書
類

は
、
作
ら
れ
て
少
な
く
と
も
三
〇
年
た
っ
て
か
ら
、
文
書
館
に
提
供
さ
れ
る
。
文
書
館

の
任
務
は
、
こ
れ
ら
文
書
類
が
現
に

あ
り
、
そ
れ
ら
が
歴
史
的
な
価
値
を
も

っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
管
理
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
任
務
と
な

っ
て
い
る
。

 
(
3
) 
文
書
館
の
歴
史
 
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
は

一
四
七
七
年
に
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
創
設
特
許
状
や
創
設
当
初
か
ら

12



の
重
要
な
文
書
類
は
大
学
の
宝
物
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、

一
五
四
九
年
以
来
旧
ア
ウ
ラ

に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
今
の
文
書
館
の
歴
史
は
、

一
八
六
五
年
に
新
し
い
形
で
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
文
書
館
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま

っ
た
。

一
九
六
四
年
に
は
、
文
書
館
は
、
大
学
評
議
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
大
学
図
書
館
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
学

長

の
直
接
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。

 
以
上
、
筆
者
に
な
じ
み
の
深

い
三
つ
の
大
学
の
文
書
館
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
ド
イ
ツ
の
大
学
文
書
館

に
共
通
し
て
い
る
任
務

・
機
能
、
保
存
文
書
な
ど
に
つ
い
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
利
用
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
事
項
、

文
書
館
の
保
存
物
、
文
書
館
の
任
務
や
機
能
、
法
的
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
、
今

一
度
総
括
的
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

三
 
大
学
文
書
館

の
任
務

・
役
割
、
保
存
文
書
、
法
的
根
拠

ドイツにおける大学文書館

 

1
 

任

務

・
役

割

(〉
口
借
餌
9

ロ
)

 

大

学
文

書

館

に

は
ど

う

い
う

任

務

・
役

割

が
あ

る

の
だ

ろ
う

か

。

そ

れ

は
、

大

学

の
中

心

的

サ

ー
ビ

ス
施

設
と

し

て
、

学

内

の

全

て

の
資

(史

)
料

を

発

掘

・
把

握

し

、

歴

史

研

究

に
役

立

つ
か

否

か
を

判

断

し

、

引
き

取

り

、

保

管

す

る

役

割

を
持

っ
て

い

る
。

そ

れ

だ

け

で

は

な

い
。

大

学

文

書

館

は

、
公

立

文

書

館

と

同

じ
役

割

を

、
大

学

に

関

し

て

、
引

き

受

け

て

い
る

と

言
え

よ
う

。

言

い
換

え

れ
ば

、
大

学

文

書

館

は

、

研
究

、
教

育

、

学

生

や

生
徒

の
学

習

に
役

立

ち

、

大

学

の
自

治

(Q。
。
諺

冥
。
ヨ

億。
巨

お

)

や
大

学

自
身

、
大

学

運

営

に
関

す

る
研

究

、

そ

の
他

の
学
術

的
活

動

や
客
観

的

情

報

の
提

供

に
奉

仕

す

べ
く

存

在

し

て

い
る

。

な
か

に
は

、

フ
ラ

イ

ブ

ル

ク
大

学

文

書

館

の

よ
う

に
、

コ
ピ

ー

サ

ー
ビ

ス
を

す

る

と

こ

ろ
も

あ

る

。
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フラ イ ブ ル ク大 学 の1460年 の マ トリケ ル

(写真 筆者)

ウィーン大 学1365年 の特 許状(写 真 筆者)

 

 
2
 
保
存
文
書
 
 
ど
の
よ
う
な
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か

 
資

料
の
な
か
に
は
、
創
設
特
許
状
、
マ
ト
リ
ケ
ル
、
大
学
評
議
会
や
学
部
の
議
事
録
な
ど
の
よ
う
に
書
類
の
他
に
、
印
璽
、
計

画
書
、
絵
、
フ
ィ
ル
ム
、
音
声
記
録
媒
体
、
デ
ー
タ
記
録
媒
体
な
ど
の
よ
う
な
も
の
も
保
管
す
る
。
音
声
や
デ
ー
タ
の
記
録
媒
体

は
、
現
代
と
い
う
時
代
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
任
務
か
ら
い
っ
て
も
保
存
文
書
か
ら
い
っ
て
も
、
大
学
文
書
館
は
大
学
史
の
研
究
に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

14

3

法
的
根
拠

大

学

文

書
館

は

、

大

学

を

設

置

し

て

い
る
州

の
法

規

に
則

っ
て
、

設

置

さ

れ

て

い
る

。

法

的
根

拠

は

、

た

い
て

い

の
ば

あ

い
、



ドイツにおける大学文書館

各

州

の

「
大

学

法

」

(
こ
れ

は

、

連

邦

の

『
大

学

大

綱

法

』

に
基

づ

い

て
施

行

さ

れ

て

い
る

)

に
基

づ

い
て

、
設

置

さ

れ

て

い
る

。

ち

な

み

に
、

ミ

ュ
ン

ヘ
ン

で
は

、

バ
イ

エ
ル

ン
州

法

に
基

づ
き

、

「
ド

イ

ツ
博

物

館

」
、

「
ミ

ュ
ン

ヘ
ン
大

学
＝ー

ル

ー

ド
ヴ

ィ

ッ

ヒ

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6
)

マ
ク

シ

ミ
リ

ア

ン
大

学

」
、

「
ミ

ュ
ン

ヘ
ン
工

業

大

学

」

の
三

つ
の
施

設

に
、

文

書

館

が

あ

る
。

四
 
文
書
館
利
用
に
つ
い
て

 

大

学

文

書

館

は

、

た

い

て

い

の
ば

あ

い
、

興

味

を

持

つ
人

は
誰

で
も

利

用

で
き

る
よ

う

に
な

っ
て

い
る

。
多

く

の
大

学
文

書

館

は

、

「
公

的

施

設

と

し

て
、

大

学

文

書

館

の
利

用

は

、

興
味

を

持

っ
て

い
る

ひ

と

は
誰

で
も

可

能

で

あ

る

」

と

い
う

趣

旨

の
文

句

 

 

 

 

 

(7
)

を

う

た

っ
て

い
る

。

 

こ

の
よ

う

に
誰

で
も

利

用

で
き

る
が

、

利

用

に

あ

た

っ
て

は

、

利

用
す

る
側

も

そ
れ

な

り

に
準

備

を

し

て
お

か

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

利

用

す

る

側

の
準

備

の

こ

と

は

、

文

書

館

の
利

用

規

定

(⇔0
9
三
N
巨

σq
。。
o
巳
目
口
㈹
)

に

は
書

い

て
な

い
。

書

い

て
あ

る

の

は

、

開

館

時

間

と

か

利

用

で
き

る

人

の
身

分

な

ど

、

外

的
事

項

に
す

ぎ

な

い
。

こ

こ

で
問

題

に
し

た

い

の
は

、

利

用
者

の
内

面

に

か

か
わ

る
内

的

事

項

で
あ

る

。

 

大

学

の
古

文

書

を

研

究

す

る

に
さ

い
し

て
問

題

に

な

る

の
は

、
古

文

書

の
種

類

、

形

式

、

要

素

、

文

書

の
価

値

の
決

定

で
あ

ろ

う

。

そ
れ

ら

の
問

題

を

ク

リ

ア
し

て
、

い
よ

い
よ

文

書

館

を

利

用
す

る

こ
と

に
な

る
。

い

や
、

利

用

し

な

が

ら

、

具
体

的

に

問

題

を

ク

リ

ア
し

て

い
く

こ
と

に
な

ろ
う

。

 

文

書

館

は

、
大

学

史

に

つ
い

て
考
え

る
際

の
宝

庫

と

言

っ
て
も

よ

い
。

そ

の
大

学

史

に

つ

い

て
考

え

る
素

材

が

そ

ろ

っ
て

い
る
。

し

か

し

、
何

で
も

そ

ろ

っ
て

い
る
か

ら

と

言

っ
て
、

そ

れ

に
甘

え

て

は

い
け

な

い
。

こ
ち

ら

か

ら

、

項

目

を

し

ぼ

り

、

は

た

ら

き

15



か
け

る
必
要
が
あ
る
。
項
目
を
し
ぼ
る
た
め
に
は
、
大
学
の
歴
史
に
か
ん
す
る
知
識
が
少
し
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
在
に

お
い
て
問
題
に
な
り
、
影
響
を
も

っ
て
い
る
事
項
の
由
来

・
原
因
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
知
り
た
い
事

項
が

「大
学
教
師
」

(【ご日一く
O「oo一一帥
一〇自一〇一同『O『)
で
あ
れ
ば
、

ハ
ビ
リ
タ
ツ
ィ
オ
ン

(大
学
教
授
資
格
試
験
)
、
そ
の
大
学
の
教
師
に

な

っ
た
日
、
保
持
し
て
い
る
学
位
、
教
授
し
た
科
目
、
職
階
、
給
与
の
額
、
教
え
た
学
生
数
な
ど
が
か
か
わ

っ
て
こ
よ
う
。

 
わ

れ
わ
れ
現
代
に
生
き
る
者
が
、
大
学
文
書
館
を
使
う
さ
い
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
す
べ
き
か
。

 
 
①
わ
れ
わ
れ
の
意
識
が
、
ど
ん
な
に
歴
史
的
条
件
や
地
理
的
条
件
に
規
定
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
大
学
史
の
事
項
お
よ
び
大

 
 
 
学
文
書
に
つ
い
て
の
最
低
の
知
識
は
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
大
学
文
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、

 
 
 
必
要
な
知
識
を
引
き
出
す
こ
と
に
自
分
の
方
か
ら
大
き
な
制
限
を
作
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
 
②
大
学
文
書
館
は
、
そ
の
大
学
の
歴
史
的
事
項
に
つ
い
て
の
宝
庫
で
あ
る
か
ら
、
現
在
に
お
い
て
、
問
題
に
な

っ
て
い
る
事

 
 
 
項
や
事
柄
に
つ
い
て
の
由
来
や
原
因
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
③
大
学
史
に
か
ん
す
る
知
識
と
も
関
係
す
る
が
、
大
学
文
書
館
か
ら
得
た
知
識
を
や
た
ら
に
並
べ
て
も
大
学
史
は
で
き
あ
が

 
 
 
ら
な

い
。
ハ
ー
バ
ー
ド

・
ノ
ー

マ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
「歴
史
と
は
本
来
関
連
し
た
事
実
を
選
び
だ
し
て
、
そ
の
相
互
関

 
 
 
係
を
評
価
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
事
実

の
も
っ
て
い
る
意
味
を
読
み
取
る
た
め
の
理
論
的
枠
組
み
、

 
 
 
主
体
的
観
点
、
も

っ
と
言
え
ば
プ
ロ
ッ
ト
を
持

っ
て
、
大
学
文
書
館
に
保
存
し
て
あ
る
文
書
に
、
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

 
 
 
ろ
う
。
理
論
的
枠
組
み
、
プ
ロ
ッ
ト
は
事
実
に
ふ
れ
て
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

 
 
④
文
書
館
に
保
存
し
て
あ
る
文
書
は
、
書
か
れ
た
時
代
に
は
あ
る
方
向
の
価
値
判
断
を
も

っ
て
い
よ
う
が
、
研
究
と

い
う
立

 
 
 
場
か
ら
言
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
予
見
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
ね
じ
ま
げ
る
こ

 
 
 
と
を
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
帰
納
法

・
上
向
法
で
、
謙
虚
に
文
書
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
、
大
学
文
書
館
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
学
史
お
よ
び
大
学
文
書
に
つ
い
て
の
最
低
限
の
知
識
は
持

っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
、
大
学
文
書
館
は
知
識
の
宝
庫
で
あ
り
、
現
在

の
問
題
の
由
来
や
原
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
理
論
的

枠
組

み

・
プ
ロ
ッ
ト
が
不
可
欠
な
こ
と
、
予
見
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
事
実
を
ね
じ
ま
げ
て
は
い
け
な
い
こ
と
の
四
点
を
挙
げ
た
。

ま
だ
他
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
利
用
す
る
者

の
内
面
に
か
か
わ
る
事
柄
と
言

っ
て
よ
い
。

五
 
大
学
文
書
館
と
大
学
史
叙
述

ドイツにおける大学文書館

 
大
学
文
書
館
が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
れ
た
、
質
の
高

い
史
料
集
や
大
学
史
叙
述
は
生
ま
れ
な
い
。
大
学
史
は
、
文
書
館
の
質
に
依

存
す

る
と
い
う
認
識
は
た
だ
し
い
。
最
近
で
は
、
学
術
的
批
判
に
耐
え
う
る
個
別
大
学
の
歴
史
が
、
陸
続
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

る
。

こ
う

い
う
歴
史
叙
述
や
史
料
集
は
、
文
書
館
な
し
で
は
、
書

い
た
り
、
史
料
を
集
め
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
典
型

を
、
全
部
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8
)

 

(1
) 
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
 
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
史
で
は
、
キ
ン
ク
の

『ヴ
ィ
ー
ン
大
学
史
』
や
ア
シ
ュ
バ
ッ
ハ
の

『ヴ
ィ
ー
ン
大
学

(9
)

史

』

が
挙

げ

ら

れ

る

。

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
(10
)

 

(2

) 

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル
ク
大

学

 

ハ
イ

デ

ル

ベ
ル

ク
大

学
史

で

は
、

ヴ

ィ

ン
ケ

ル

マ
ン

の

『
ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
大

学

の
史

料

集

』

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

(
11
)

や

ツ

ロ
ベ

ッ
ク

の

『
一
六
世

紀

か

ら

一
八

世

紀

に

か

け

て

の

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
大

学

の
学

則

と

改

革

』
、

ハ
ウ

ツ

の

『
ハ
イ

デ

ル

 

 

 

 
 

(12
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13
)

ベ

ル
ク
大

学

史

』
、

ゲ

ル

ハ
ル
ト

・
リ

ッ
タ

ー

の

『
ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
大

学

史

』
、

新

し

い
と

こ

ろ

で

は

、

『
ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
大

 

 

 

 
 

 

 
(14
)

学

六

〇

〇
年

記

念
誌

』

が
挙

げ

ら

れ

る
。

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(
15
)

 

(
3
) 

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
大

学

 

力

ー

ル

・
プ

ラ

ン
ト

ル

の

『
イ

ン
ゴ

ル

シ

ュ
タ

ッ
ト
、

ラ

ン
ズ

フ
ー

ト

、

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
大

学

史

』
)
、
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ハ イ デ ル ベ ル ク 大 学 の1386年 の 印 璽

(1986年 の カ レ ン ダー よ り)

学 長の 交代 イ ンゴル シュタ ッ トの大学 の

マ トリケル(写 真:筆 者)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(16
)

ベ
ー

ム

(】W
O
O
ず
ヨ
曽 
】じ
帥
〇
二
蕗
9
)
、

シ

ュ
ペ

ェ
ル

(
。。
で
α
拝

8
冨
目

。
ω)

編

に

な

る

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
大

学

の
歴

史

書

シ

リ

ー
ズ

、

メ

ー

デ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(17
)

ラ

ー

が
、

三

〇

〇

(
一
七

七

二

)
年

を

記

念

し

て
編
集

し

た

『
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト

大

学

年

代

記
』

な

ど

が

、

挙

げ

ら

れ

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(18
)

 

(
4
) 
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大

学

 

ロ
ー

ト

の

『
一
四

七

六
年

-

一
五

五

〇
年

ま

で

の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大

学

史

料
集

』

や

エ
ヤ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(19
) 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(20
)

ハ
ル

ト

の

「
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大

学

教

授

の
イ

メ

ー

ジ
』
、

ハ
ー

ラ

ー

の

『
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大

学

の
始

ま

り

』

な
ど

が
、

忘

れ

ら

れ

て
は

な

ら

な

い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(21
)

 

(
5
)
 

ヴ

ィ

ッ
テ

ン

ベ

ル

ク
大

学

 

フ
リ

ー

デ

ン

ス

ブ

ル

ク

の

『
ヴ

ィ

ッ

テ

ン

ベ

ル

ク

大

学

史

料

集

』

や

そ

の
叙

述

で
あ

る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(22
) 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

(
23
)

『
ヴ

ィ

ッ
テ

ン

ベ

ル

ク
大

学

史

』
、

フ

エ
ー

ル

ス

テ

マ

ン

の

『ヴ

ィ

ッ
テ

ン

ベ

ル
ク
大

学

の

ア

ル

バ

ム
』
、

イ

ス
ラ

エ
ル

の

『
ヴ

ィ

ッ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(24
)

テ

ン

ベ

ル

ク
大

学

の
文

書

館

、

そ

の
歴

史

と

保
存

物

』

な
ど

が
挙

げ

ら

れ

る

。
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ドイツにおけ る大学文書館

 

(
6

) 

マ
ー

ル
ブ

ル

ク
大

学

 

マ
ー

ル

ブ

ル

ク
大

学

に

か

ん

し

て
は

、

ハ
イ

ネ

メ
イ

メ
イ

ヤ

ー

の

『
マ
ー

ル
ブ

ル
ク
大

学

の
創

(
25
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(26
)

設
』

や

ヒ

ル

デ
ブ

ラ

ン
ト

の

『
マ
ー

ル

ブ

ル
ク
大

学

の
規

則
史

料

集

』

が
あ

る
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
27
)

 

(
7
) 

ヘ
ル

ム

シ

ュ
テ

ッ
ト
大

学

 

バ

ウ

ム
ガ

ル
ト

と
ピ

ィ

ツ

の

『
ヘ
ル

ム

シ

ュ
テ

ッ
ト

大

学

の
学

則

』

を

挙

げ

て
お

こ

う

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
28
)

 

(
8

) 

ヴ

ュ
ツ
ブ

ル
ク
大

学

 

ヴ

エ
ゲ

レ

の

『
ヴ

ュ

ツ
ブ

ル

ク
大

学

史

』

が

あ

る
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
29
)

 

(
9
) 

ゲ

ッ
テ

ィ

ン
ゲ

ン
大

学

 
プ

ユ

ッ
タ

ー

の

『
ゲ

ッ

テ

ン
ゲ

ン
大

学

史

』

は

、

ゲ

ッ
テ

ィ

ン
ゲ

ン
大

学

史

を

研

究

す

る

さ

い
に

、
落

と

す

こ
と

の
で
き

な

い
文

献

で

あ

る

。

 

そ

の
他
、

上

記

の
個

別
大

学

史

が

あ

っ
て

は

じ
め

て
可
能

に
な

っ
た
包

括

的

な
大

学

史

も
挙

げ

て
お

こ
う

。

フ
リ

ー

ド

リ

ッ
ヒ

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(30
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(31
)

パ

ウ

ル

ゼ

ン

『
教

育

史

』

二

巻

本

お

よ

び

『
ド
イ
ツ

大

学

と
大

学

研

究

』
、

ゲ

オ

ル

グ

・
カ

ウ

フ

マ

ン

『
ド
イ
ツ

大

学

の
歴

史

』

 

(
32
) 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(33
)

二
巻

本

、

H

・
ラ

シ

ュ
ド

ー

ル

、
横

尾

壮

英

訳

『大

学

の
起

原
』

上

・
中

・
下

(東

洋

館

、

一
九

六

六
-

一
九

六

八

)
、

ス

テ

フ

ァ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
34
)

ン

・
デ

ィ

ル

セ

ー
、

池
端

次

郎

訳

『大

学
史

』

上

・
下

(東

洋

館

、

一
九

八

八
)

な

ど

は

、

文

書

館

と

個

別

大

学

史

が

あ

っ
て
は

じ

め

て
書

か

れ

た

と

言
え

よ
う

。

 

し

か

し
、

個

別

大

学

史

は

、

一
方

で

は

、

た

し

か

に

プ

ラ
ー

ル

の

い
う

よ
う

に

「
大

学

は

誰

の
も

の
か

と

い
う

根

本

的

な

問

い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
35
)

か

け

が
な

さ

れ

て
お

ら

ず

、

し

か
も

党

派
性

を
隠

ぺ

い
し

、

歴
史

の
発

展

を

偶

然

と

し

て
と

ら

え

て

い
る

」

と

批

判

さ

れ

る

側

面

が

な

い
わ

け

で
は

な

い
。

と

は

い
え

、

こ
う

い
う

批

判

が

な

さ

れ

る
他

方

で

は
、

個

別

大

学

史

の
存

在

が
ド
イ
ツ

の
大

学

史

の
研

究

を

や
り

や
す

く

し

て

い
る

こ
と

は

否

め

な

い
。

後

世

の
学

術

的

な
批

判

に
十

分

耐

え

う

る

個

別

大

学

史

を

作

成

し

よ

う

と

す

る

努
力

も

絶

え

ず

続

け

ら

れ

て

い
る
事

実

も

評
価

し

て

い

い
だ

ろ
う

。

そ

し

て
、

パ

ウ

ル
ゼ

ン
や

カ

ウ

フ

マ
ン
、

ラ

シ

ュ
ド

ー

ル

の

仕
事

は

、

そ

の
多

く

を

こ

の
よ

う

な

個

別
大

学

史

研
究

が

あ

っ
た

か

ら

こ

そ
可

能

に
な

っ
た

と

い
う

事

実

に
目

を

つ
ぶ
る

わ

け

に

は

い
か

な

い
だ

ろ
う

。
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日
本
で
も
早
島
瑛
氏

(元
関
西
学
院
大
学
教
授
)
が
、
ド
イ
ツ
の
商
科
大
学
の
文
書
館
を
利
用
し
て
、
デ
プ
ロ
ー
ム

・
カ
フ
ォ

マ
ン
に
つ
い
て
の
研
究
を
ド
イ
ツ
語
で
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
業
績
に
は
ド
イ
ツ
の
研
究
者
も
驚
嘆
し
て
い
る
。
こ
れ
が
可
能
な

の
は
、
文
書
館
あ

っ
て
の
こ
と
と
断
言
し
て
も
よ
い
。

 
筆

者
も
①
ど
の
よ
う
な
学
問
が
教
え
ら
れ
た
か

(旧
来
の
学
問
に
ま
じ

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
学
問
が
出
て
き
た
か
)、

②
ど

の
よ
う
な
組
織
構
造
を
し
て
い
た
か

(付
属
研
究
施
設
も
含
む
)
、
③
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
機
関
を
持

っ
て
い
た
か

(付

属
研
究
施
設
も
含
む
)
、
④
教
授
は
ど
れ
く
ら
い
の
給
料
を
も
ら
っ
て
い
た
か
、
⑤
大
学
は
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
も

っ
て
、
サ

バ
イ
バ
ル
し
て
き
た
か
、
⑥
ど
の
よ
う
な
大
学
を
支
え
る
考
え
方
が
な
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
中
核
的
視
点
を
も

っ
て
、

「
八
世

紀
ド
イ
ツ

大
学
史
を
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
ど
う
し
て
も
文
書
館
に

お
世
話
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
現
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
。
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   注1

)

で

ド

イ

ツ
、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

、

ス
イ

ス

に

あ

る

ド

イ

ツ
語

圏

の
大

学

文

書

館

の
概
観
を

み
る
こ
と

が
で
き

る
。
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と
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